












入れ始めた。厚生労働省によると，2017 年 10 月












　2017 年 11 月 1 日から，技能実習法による新し
い技能実習制度が実施され，受け入れ期間がこれ
までの 3 年間から 5 年間に延長し，介護職種が追
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 The purpose of the Japan’s Technical Intern Training Program （TITP） is to contribute to the eco-
nomic development of developing countries by developing human resources. But it has received inter-
national criticism to the effect that the program is the same as human trafficking.
 This paper aims to clarify why the Chinese trainees pay high fees to come to Japan when the yen 
is weak and wages are growing in China, instead of working in Chinese areas where the wages are 
high, such as coastal cities. It also deals with the trainees’ evaluation of TITP. Furthermore, this paper 
also attempts to measure the effect on farming management caused by the introduction of the techni-
cal intern trainees, and elucidate the present state of the program’s execution and issues in agriculture.
 For these purposes I did hearing investigations with 17 Chinese trainees who were learning Japa-
nese and 2 Thai trainees who were doing on-the-job training. I also did an internet questionnaire with 8 
Chinese trainees who were doing on-the-job training. 
キーワード：外国人技能実習生，技能実習制度，農業経営への影響，来日目的，意識
Keywords： Foreign technical intern trainee, TITP, Influence on agricultural management, Reasons for 







































































的には増加傾向にある。2009 年から 2012 年にか
けて，リーマンショックと東日本大震災の影響を
受け減少したが，2013 年から再び増加に転じ，




































































生は 2009 年から 2010 年にかけて大きく減少した

































































































2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017（年）
（人） 中国ベトナム その他フィリピン インドネシア タイ





















　 食料品製造業 　 衣服・繊維業 　 農業
　 職別工事業 　 輸送用機械器具製造業 　 金属製品製造業
　 プラスチック製品製造業 　 総合工事業 　 電気機械具製造業
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　まずは農家 A の状況を見る。農家 A は，父親














































品目から 30 品目ある。その中で，7 割が直売で
あり，3 割は契約栽培となっている。年間売り上





















　最後は農家 C の状況を見る。農家 C も家族経
営で，現在農地面積は 7.5 ha である。栽培してい
る作物は，メロン，米，人参，ごぼうの 4 品目，
ほぼ全部を農協経由で出荷販売し，年間売り上げ
は約 2 千万円である。現在 JA 経由でタイの実習











農家 経営形態 雇用状況 経営耕地面積 作目数 販売額 販売先
A 家族経営 技能実習生 6 人 20 ha 2， 3 品目 7 千万円くらい マルミヤ協同組合に
出荷
B 家族経営 技能実習生 2 人，
日本人パート 2 人
10 ha 20， 30 品目 4， 5 千万円くらい 7 割直売，3 割契約
栽培
C 家族経営 日本人正社員 1 人，
技能実習生 2 人



























































　次は，農家 B の変化を見る。農家 B では経営
面積と販売方法の変化が確認された。農家 B は
約 10 年前の経営面積が 6 ha であったが，2018
年は 10 ha になった。また，直売による販売の割
合が変化した。10 年前は，直売が 9 割であり，
市場出荷が 1 割であった。しかし，技能実習生を
受け入れるにつれて契約栽培を開始し，現在で
は，直売の割合は 7 割，契約栽培が 3 割へと変化
した。
　農家 C は，農家 B と同様に経営面積が変化し
た。実習生を受け入れる前は 6 ha であったが，


































































































































































　調査した技能実習生は，男性 5 人，女性 12 人
であった。年齢から見ると，男性は 10 代から 20
代と若く，一番年上でも 23 歳であった。女性で








江蘇省はそれぞれ 1 人であった。13 人は農村地
域に居住していた。
　また，戸籍から見ると，農村戸籍 15 人，都市













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































業者は 10 人，高校卒業者は 4 人，中専5）を卒業
した者は 1 人であった。男性 5 人の中では，1 人
が中卒，他の4人は高卒あるいは中専卒であった。










1 人もいなかった。17 人の中で 15 人は農地を所
有しているのにも関わらず，ほぼ全ての者が農業
以外の職業に就いていた（第 2 表，第 3 表参照）。
　技能実習に来る前の収入（月収）を見ると，
4,000 元以下の人が多く，7,000 元から 7,999 元は






明を聞いた。「月給は 6 千元くらいから 1 万元以








No. 性別 年齢 中国での居住地 最終学歴 前　職 来日前の給料（元）
1 男性 23 四川省（農村部） 高卒 配達 3,000〜3,999
2 男性 21 四川省（農村部） 中専 レストランでの仕事 3,000〜3,999
3 男性 19 重慶市（農村部） 高卒 学生 4,000〜4,999
4 男性 23 四川省（農村部） 中卒 タクシー運転 5,000〜5,999
5 女性 37 四川省（農村部） 中卒 工場勤務 3,000〜3,999
6 女性 30 四川省（農村部） 中卒 工場勤務 4,000〜4,999
7 女性 29 四川省（非農村部） 中卒 レストランでの仕事 3,000〜3,999
8 女性 30 重慶市（農村部） 高卒 工場勤務 2,000〜2,999
9 女性 35 四川省（非農村部） 中卒 主婦 1,000 未満
10 女性 31 河南省（非農村部） 中卒 農業，暇なときはパート 3,000〜3,999
11 女性 35 遼寧省（農村部） 中卒 農業，暇なときはパート 2,000〜2,999
12 女性 35 遼寧省（農村部） 中卒 工場勤務 2,000〜2,999
13 女性 28 河北省（農村部） 中卒 農業，暇なときはパート 2,000〜2,999
14 女性 33 遼寧省（非農村部） 小卒 本屋のスタッフ 1,000〜1,999
15 男性 21 遼寧省（農村部） 小卒 レストランでの仕事 2,000〜2,999
16 女性 31 吉林省（農村部） 小卒 レストランでの仕事 2,000〜2,999




















































は，17 人の内 8 人が海外での生活をしたかった，
8 人は考えたことがないと答えた。日本のことに
対して分からないと答えた実習生が，海外に住み







の文化が好きの 2 人，1 人は農業技術を学ぶため
と回答した。その他と答えたのは 1 人であった。
2 番目の理由は，技術を学ぶためと回答した者が
8 人，日本の環境が良いと回答した者が 4 人，日
本語を勉強したい者は 4 人，日本文化が好きなた
が 1 人であった。3 番目の理由は日本の生活を体



















































No. 性別 年齢 実習を希望した理由
1 男性 23 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本の生活を体験したい
2 男性 21 1．日本文化が好き　2．日本語を勉強したい　3．金を稼ぐため
3 男性 19 1．日本文化が好き　2．日本語を勉強したい　3．日本の生活を体験したい
4 男性 23 1．金を稼ぐため　　2．日本の環境が良い　　3．日本の生活を体験したい
5 女性 37 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本の文化が好き
6 女性 30 1．金を稼ぐため　　2．日本の環境が良い　　3．日本で観光したい
7 女性 29 1．金を稼ぐため　　2．日本語を勉強したい　3．日本の環境がいい
8 女性 30 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本で観光したい
9 女性 35 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本の環境がいい
10 女性 31 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本の環境がいい
11 女性 35 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本の生活を体験したい
12 女性 35 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本の生活を体験したい
13 女性 28 1．金を稼ぐため　　2．技術を学ぶため　　　3．日本語が勉強したい
14 女性 33 1．その他　　　　　2．日本の環境がいい　　3．金を稼ぐため
15 男性 21 1．金を稼ぐため　　2．日本文化が好き　　　3．日本の生活を体験したい
16 女性 31 1．技術を学ぶため　2．日本語が学びたい　　3．金を稼ぐため






























いるのかを聞いた。6 人が 20 万元から 25 万元を









































　アンケート回答者 8 人の内，男性は 1 人，女性
は 7 人であった。 年齢を見ると男性は 20 歳代で
あり，女性は 20 歳代 4 人，30 歳代 3 人であった。
　中国での居住地は，四川省 4 人，重慶市 2 人，
河北省と遼寧省それぞれ 1 人であった。 農村部
に居住していた 6 人は全員農村戸籍を持ち，非農
村部に居住していた 2 人は非農村戸籍である。年



























足度を 5 段階に分け，回答してもらった（第 6 表，
第 7 表参照）。
第 5表　実習中の中国人技能実習生の概要
No. 中国での居住地 戸籍 性別 年齢 家族構成 学歴 前職 来日理由 日本語能力
1 遼寧省（都市部） 非農 女 34 夫，子供 中卒 a ⅰ，ⅲ，ⅳ b
2 四川省（農村部） 農業 女 30 両親，夫，子供 中専 a ⅰ，ⅱ c
3 重慶市（都市部） 農業 女 25 両親，夫，子供 高卒 b ⅰ，ⅲ，ⅳ d
4 重慶市（農村部） 農業 女 21 両親，兄弟 大専 c ⅰ，ⅴ，ⅵ c
5 四川省（農村部） 農業 男 24 両親 初中 d ⅰ，ⅷ，ⅸ b
6 四川省（農村部） 農業 女 38 母親，夫，子供 初中 d ⅰ，ⅲ b
7 四川省（農村部） 農業 女 25 両親 中専 a ⅰ，ⅳ，ⅵ c
8 河北省（農村部） 農業 女 27 夫，子供 初中 a ⅰ c
（注）	 1：前職　a. サービス業　b. フリーター　c. 幼稚園の教師　d. 自営業
	 2：来日理由　	ⅰ	お金を稼ぐ　ⅱ	借金返済　ⅲ	技術を学ぶ　ⅳ	日本の環境が良い　ⅵ	日本語を勉強したい　	
ⅶ	日本の生活を体験したい　ⅷ	日本で観光したい　ⅸ	その他



















































る者が 1 人，満足としているが 2 人，どちらでも






























　農家 B で聞き取り調査をした 2 人のタイ人の






































　2 人の月給は繁忙期では 17 万円から 18 万円で
あり，閑散期では 13 万円くらいである。P は年




















































月　給 繁忙期は 17〜18 万円，閑散期：13 万円くらい 繁忙期は 17〜18 万円，閑散期：13 万円くらい







































1） 技能実習の 1 年目は「技能実習 1 号」になり，2，
3 年目は「技能実習 2 号」となる。1 号から 2 号へ
移行するためには，技能実習生本人が所定の技能
評価試験に合格することが必要である。
2） 2018 年 6 月 15 日に，茨城県にある農家 A に聞
き取り調査をした，2018 年 7 月 27 日に同じく茨
城県，農家 B で聞き取り調査を行った。2018 年
10月20日に茨城県の農家Cに聞き取り調査を行っ
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